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第三松江小学校 経営方針 

  

 

 
Ⅰ 目指す学校：成長・信頼・使命のある学校 

１．「成長」のある学校（子ども） 

２．「信頼」のある学校（保護者・地域） 

３．「使命」のある学校（教職員）   ※使命＝職務×能力×意欲×責任＋評価 

 

Ⅱ 経 営 方 針：                      

１．「成長」のある学校（子ども）を構築するために  

方針１：新たに知った、問題解決ができたなどの経験を積み重ねさせて「確かな学力」を養う（知） 

方針２：自ら判断・行動した、互いに尊重した、 

共にやり遂げたなどの経験を積み重ねさせて「豊かな心」を養う（徳） 

方針３：体を鍛えた、健康について考えたなどの経験を積み重ねさせて「健やかな体」を養う（体） 

２．「信頼」のある学校（保護者・地域）を構築するために 

方針４：子どもの学習や生活・学校運営などについて「相談・連携体制」の充実を図る  

方針５：学校経営や学校運営・教育活動などについて「学校評価」の充実を図る  

方針６：子どもの育ちや学校の取組などについて「広報活動」の充実を図る  

３．「使命」のある学校（教職員）を構築するために 

方針７：指導力や職務遂行力などが向上する「校内研究やＯＪＴ等」を推進する   

方針８：個々の自覚と力を結集し効果・効率のある「組織的な学校運営」を推進する  

方針９：成 果 と 課 題 を 的 確 に 評 価 す る 「 人 事 考 課 」 を 推 進 す る  
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学習指導要領
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１ 表 ： 基 本 方 針

２ 表 ： 通 常 学 級

２-２表：特支学級
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コアプラン

教育目標具現化の方策がコアプラン

教育課程の内容が
コアプランの内容

コアプランの実行が
教育課程の実行

教育目標

の設定

教
育
目
標
具
現
化

の
た
め
の
経
営
方
針

教育の体系化（整合）
第三松江小学校

共通：自ら考え、判断・行動・表現できる子の育成

バラバラではなく整合 ◼学習指導要領解説総則編より

教育課程は，当該学校の教育目

標の実現を目指して，指導内容

を選択し，組織し，それに必要

な授業時数を定めて編成する。

■学習指導要領より

「生きる力」の育成を掲げ，各

学校の創意工夫を生かした特色

ある教育活動を通して，児童に

確かな学力，豊かな心，健やか

な体を育むことを目指す。

■学習指導要領より
知・徳・体のバラン
スのとれた「生きる
力」の育成

◼学習指導要領より

カリキュラム・マネジメントは校

長が定める学校の教育目標など教

育課程の編成の基本的な方針や校

務分掌等に基づき行われる。

◼
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学
校
評
価
の
観
点

確かな学力コアプラン 豊かな心コアプラン 健やかな体コアプラン 保護者・地域連携・協働コアプラン 組織的学校運営コアプラン

取組１
思考力の育成 特に算数
重点 問題解決的な学習

生活モラル（あいさつ
等重点）の指導

体力の向上 体育 問
題解決的な学習

学校相談体制の充実 組織的学校運営の推進

取組２ 基礎・基本の習得
全教育活動で人権尊重
の推進

なわとび等の運動遊び
の充実

文科省指定ＣＳと子どもの意見
表明

主任を軸とした学校運営
の推進

取組３ 学びに向かう力の育成 安全教育の実践的指導
保健指導 歯科教育で
生活習慣の定着

年間原則 災害時の共通理解
学年を軸とした教育活動
の推進

取組４
指導と評価の一体化で評
価の改善

道徳とＳＮＳモラルの
推進

食指導 多様な給食で
食習慣を養う

学校評価・ＣＳ評価の充実
人事考課の充実 記入前
面接の取入れ

取組５
学習モラルと家庭学習の
充実

組織連携でいじめ・不
登校に対応

広報の充実 授業公開と情報発
信

ライフワークバランスの
推進

取組６
自他・社会・自然への
思いやりの育成

経営方針具現化
のための教育課程

学習指導要領

に基づき



 

確かな学力コアプラン（学習指導の地図） 

 
 

 

「確かな学力コアプラン」に基づき、自ら考え、判断・行動・表現できる子の育成を目指

し、各教科等の指導の充実を図る。 

 

思考力・表現力・判断力等を養うために「問題解決的な学習」の指導充実を図る。 

 ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）が示す「主体的・対話的で深い学び」の視点から「問

題解決的な学習」を適切に位置付けて指導改善を図っていく。※ESD は SDGs4「質の高い教育」関連 

 特に思考力・表現力・判断力等を養う「問題解決的な学習」に焦点をあて、算数科を中心に

「区算数授業スタンダード」を活用して校内研究を推進する。 

知識及び技能の習得のために、基礎基本の学習・個に応じた指導の充実を図る。 

 繰り返し指導や立ち戻り指導を効果的に取り入れる。 

 「電子ドリル（ドリルパーク）」「新聞教材よむＹＯＭＵ（朝学習の充実）」「東京ベーシックド

リル」「ＥＤＯスク（放課後学習教室）」を効果的に活用する。 

学びに向かう力等を養うために、思考力・判断力・表現力等を養う取組や知識及び

技能の習得を図る取組を積み重ねる。 

適正に評価するとともに評価の改善をするために、学力調査の活用や評価の日常

化・指導と評価の一体化を図る。 
 

学習の基盤を養うために、「三松小学習モラル」の指導の充実を図る。また「江戸川っ子

Study week！」を活用し家庭学習の充実を図る。 

上記の取組を組織的・計画的に実施し教育活動の質の向上を図っていく（カリキュラム・マネジメント）。 

東京
ベーシックドリル

ＥＤＯスク
（放課後学習教室）

繰り返し指導・立ち戻り指導

基 礎 基 本 の 定 着

取
組
２

よむＹＯＭＵ
朝学習の充実

電子ドリル
（ドリルパーク）

校内研究 問題解決的な学習
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思考力・表現力・判断力等：学習指導要領
取
組
１

知識及び技能：学習指導要領

学
び
に
向
か
う
力
等

：
学
習
指
導
要
領

取組３

適正評価・評価改善

区学力調査
３～６年 国語・算数

定着度調査 ４・５年

評価の日常化 指導と評価の一体化

全国学力調査

区学力調査

取組４

学 習 の 基 盤
取組５

三松小学習モラル

学習規律の徹底

導入

まとめ

展

開

問
題
解
決
的
な
学
習

江戸川っ子
Study week！
家庭学習

区算数授業
スタンダード

自ら考え、判断・行動・表現できる子の育成

区学力向上アクションプラン関連付け

取組１ 

取組２ 

取組３ 

取組４ 

取組５ 

三松quality 学力
教育目標：生きる力を養う「考える子（確かな学力）」 

目指す学校：「成長」のある学校（子ども） 

経営方針１：新たに知った、問題解決ができたなどの経験を積み重ねさせて「確かな学力」を養う（知） 

経営方針７：指導力や職務遂行力などが向上する「校内研究やＯＪＴ等」を推進する  

 



 

豊かな心コアプラン（生活指導の地図） 

 
 

「豊かな心コアプラン」に基づき、自ら考え、判断・行動・表現できる子の育成を目指

し、人権教育・生活指導・安全教育・道徳教育などの充実を図る。 
 

生活に必要な資質能力を養うために「三松小生活モラル」を構築し指導充実を図る。 
 重点① 靴揃えの取組を通して、所有物について自己管理できる力を養う。 

 重点② 交通安全の取組を通して、安全に対する判断力・行動力を養う。 

 重点③ あいさつの取組を通して、人との関わりの大切さを理解させ、コミュニケーション能 

    力を養う。地域や家庭と連携して取り組む。 

 重点④ 時間行動の取組を通して、時間について自己管理できる力を養う。 
 

人権尊重の姿勢を養うために人権教育プログラムに基づき全教育活動を通して人権

教育を推進する。※以下、人権教育プログラム「人権教育の目標」より 
 発達段階に応じて人権の意義・内容や重要性を理解させる。 

 自分の大切さとともに他の人の大切さを認め、具体的な態度や行動ができるようにする。 

 人権が尊重される社会づくりに向けた行動につながるようにする。 

生涯を通じて安全な生活を送る基礎を養うために安全教育プログラムに基づき、安全

確保のために必要な事項を実践的に理解・判断・行動させる安全教育を推進する。 

 登下校の指導、災害等に対する教育・避難訓練、不審者や携帯電話等の安全指導等を実施する。 

自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため

に、自己の生き方を考え主体的に判断し行動できる力を養う道徳教育を推進する。 

 特別の教科 道徳においては、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 

 道徳教育を中心にＳＮＳによる他者や社会、自分への影響を考え、適切に使用・表現するため

のＳＮＳに関するモラル（三松小ＳＮＳモラル）を養う。 

 道徳授業地区公開講座等を活用して家庭や地域と連携して道徳教育を推進する。 

いじめ解消 100％・不登校０件を目指すために、いじめ・不登校（やむを得ず登校で

きない子への対応含む）の諸問題について家庭・地域・関係機関と連携し、学校組織

として対応していく。ふれあい月間・いじめアンケート・いじめ防止授業の実施 

取組１から取組５を通して、他者への思いやり（人権尊重等）、自分への思いやり

（自尊感情・自己有用感等）、社会への思いやり（社会貢献等）自然への思いやり

（環境保護等）の姿勢を養うために、全教育活動を通じて「問題解決的な学習」を取

り入れる。また SDGsや江戸川区子どもの権利条例を学ぶ学習、異学年交流を行う。 

取組１
三松小生活モラル（重点）

取組１～取組５を通して取組６

•他者への思いやり（人権尊重等）

•自分への思いやり（自尊感情・自己有用感等）

•社会への思いやり（社会貢献等）

•自然への思いやり（環境保護等）

の姿勢を養う

SDGsや江戸川区子どもの権利条例を学ぶ学習、

異学年交流を行う【自他尊重と共生社会】

いじめ・不登校対応取組５

いじめ解消100％ 不登校０件

家庭・地域・関係機関と連携

ふれあい月間 年２回

いじめアンケート 年３回

いじめ防止授業 年３回

道 徳 教 育取組４

道徳教育全体

基盤となる道徳性を養う

• 自己の生き方を考える

• 主体的な判断・行動

• 自立した人間

• 他者とよりよく生きる

特別の教科 道徳
• 道徳的な判断力と心情

• 実践意欲と態度

三松小ＳＮＳモラル

• 影響を考え、
適切に使用・表現

安 全 教 育取組３

安全確保の実践的理解

安全な生活を送る基礎育成

安全教育の３領域

生活安全・交通安全・災害安全

靴揃え 交通安全 あいさつ 時間行動

自己管理（物）

自分で揃える

他と揃える

他の物も揃える

安全判断・行動

校外生活

自ら命を守る

人とのつながり

あいさつ／量・質

あいさつ標語

あいさつのある

学校・町・家庭

自己管理（時）

校内生活

学校・家庭ルール

自 ら考 え、判 断・ 行動・ 表現 できる 子の育 成

取組２

人 権 教 育

人権の意義・内容や重要性を理解
自分の大切さ・他の人の大切さを認め、

具体的な態度や行動ができる
人権が尊重される社会づくりへの行動

取組１ 

取組２ 

取組３ 

取組４ 

取組５ 

三松quality 生活

取組６ 

教育目標：生きる力を養う「思いやりのある子（豊かな心）」 
目指す学校：「成長」のある学校（子ども） 
経営方針２：自ら判断・行動した、互いに尊重した、共にやり遂げたなどの経験を積み重ねさせて

「豊かな心」を養う（徳） 



 
 

健やかな体コアプラン（体育・保健・食の指導の地図） 

 
 

「健やかな体コアプラン」に基づき、自ら考え、判断・行動・表現できる子の育成を目

指し、体力や運動能力の向上、保健指導、食に関する指導・の充実を図る。 

 

体育指導：体力や運動能力の向上のために、自ら考え、判断・行動・表現する問

題解決的な学習の充実を図る。 

 学年の発達段階に応じて「めあてを決める→活動を選ぶ・工夫する・実行する→振り返る

→修正する・継続する」の問題解決サイクルに基づく学習を設定する。 

運動遊び：体力や運動能力の向上のために、自ら考え、判断・行動・表現する

「体つくりの運動に基づく学級単位の運動遊び」や「なわとび遊び（区施策）」

の充実を図る。 

 体育館で「学級単位の運動遊び」の充実を図る。  

動物歩き・ボール操作・用具操作・しっぽとり等 

 重点運動遊び「なわとび」の充実を図る。  

専門家のゲストティーチャー・なわとび週間・なわとび検定・大なわチャレンジ等 

保健指導／重点 歯科教育「歯ッピーアクション」：人生 100年時代を見据えて望

ましい生活習慣の定着を図るために自ら歯の健康実践ができるようにする。 

 歯に関する授業・校内歯みがき実践・フッ化物洗口を実施する。 

 保護者・歯科校医と連携した「健康相談（学校相談の一環）」を実施する。 

食に関する指導： 

望ましい食習慣を養うために、食に興味関心をもたせ自身の健康を考えさせる。 

・ 多種多様な給食を実施する。－郷土料理や世界の料理（食文化理解） 等 

・ 日常の給食指導の充実を図る。－担任による喫食状況の把握、栄養士による個別支援 

保 健 指 導

歯科教育 重点取組（区重点施策）
人生100年時代に向け

子ども自ら歯の健康実践
小学校期に基礎形成

食に関する指導

給食指導の充実

・担任：喫食状況の把握・指導 ・栄養士：個別支援

多様な給食と関連学習

食文化の理解：郷土料理・世界の料理・行事食等

体力向上・運動能力向上の指導

体育授業問題解決的な学習

めあて

を決める

活動を選ぶ
工夫する

実行する

振り返る

修正する

継続する

子ども

自ら

取組１

運動遊び取組２

学級単位の

運動遊び
＜例＞

✓ 動物歩き

✓ ボール操作

用具操作

✓ しっぽとり

体つくり運動
を基にした

なわとび
重点運動遊び

✓ ゲストティー

チャー

✓ なわとび週間

✓ なわとび検定

✓ 大なわチャレ

ンジ

区取組

歯科実践

校内歯みがきの充実

給食後の実践

歯科学習と関連

フッ化物洗口の実施

給食後の実践

区内全校 順次実施

関連学習

１ 年
生活：学校（給食室）

２ 年
生活：さやむき

３年
総合：小松菜学習

４ 年
社会：東京都 水産

５ 年
社会：食料生産等
家庭：みそ汁（出汁）

６ 年
社会：世界の食文化
家庭：栄養 給食献立

健康相談（歯科重点）

本
校
取
組

学
校
相
談
の
一
環 担 任

養 護

保護者

校 医

例）

取組３ 取組４

自 ら 考 え 、 判 断 ・ 行 動 ・ 表 現 で き る 子 の 育 成

歯科授業

１ 年

歯科校医による

はみがき教室

２ 年

歯科校医による

はみがき教室

３年

区歯科指導

４ 年

歯に関する探究学習

読書科・総合等

５ 年

歯みがき大会 フロス

総合 企業協力

６ 年

保健学習

歯周病の予防

歯科受診へ

歯ッピーアクション

取組１ 

取組２ 

取組３ 

取組４ 

三松quality 健康
教育目標：生きる力を養う「元気な子（健やかな体）」 

目指す学校：「成長」のある学校（子ども） 

経営方針３：体を鍛えた、健康について考えたなどの経験を積み重ねさせて「健やかな体」を養う（体） 



 
 

保護者・地域連携・協働コアプラン（連携・協働の地図） 

 
 

子どもを育てるために保護者・地域等との連携・協働を推進する。 

 

学校相談：保護者等がいつでも・誰にでも相談できる体制の充実を図る。 

 ①面談（期間中の個人面談含む）②電話 ③立ち話 ④連絡帳のやりとり ⑤保護者会

など、保護者等との関わりすべてを「信頼を築く場（あわせて５）」とする。 

 教職員自らの対応を客観視するため、相談件数の数値化（集計）をする。 

カウント数は誠実の数・信頼の数 

コミュニティ・スクール（ＣＳ）：文部科学省の指定を受け、次代の「地域・関

係機関との連携・協働」を先行実施する。また江戸川区子どもの権利条例に基づ

き、ＣＳ学校運営協議会で子どもが意見表明する場を設定し、協議する。 

自然災害等年間原則（危機の時こそ信頼関係）：予め「自然災害等関する年間原

則」を設定し、自然災害時の登下校について学校と保護者で共通理解を図り、子

どもの安全第一で対応できるようにする。  

学校評価：都教委が示す「学校評価の目的」である改善・説明責任・質的向上を

踏まえ、保護者評価（関係者評価）・教職員評価（自己評価）・ＣＳ学校運営協議

会評価により、教育活動・学校運営の充実を図る。 

広報活動：学校評価を受けて保護者・地域への説明責任を果たす。 

 教育目標に基づく授業公開（全学級）を行う。 

①確かな学力／問題解決的な学習の授業・学習発表会 

②豊かな心／いじめ・ＳＮＳに関する授業 ③健やかな体／歯の健康に関する授業 

 tetoruを中心に学年ごとの教育活動（運営重点：学年を軸とした教育活動）や学校全体

の教育活動などについて積極的に情報発信する。 

運営協議会子ども意見表明

コミュニティ・スクール

危機の時こそ信頼関係

子どもの安全第一

保護者等がいつでも・誰にでも
相談できる体制

取組１ 取組２

子どもを育てるための保護者・地域等との連携・協働

地域・関係機関との連携・協働

学 校 相 談

相談場面

①面談（期間中の個人面談含む）②電話

③立ち話 ④連絡帳のやりとり ⑤保護者会など

関わりすべて「信頼を築く場（あわせて５）」

□
●

□
● ●

●□□●
◆ ◆ ●

＜面談イメージ＞ □保護者等 ●教員 ◆管理職

相談件数の数値化（集計）

数値化は教職員自らの対応を客観視するため

江戸川区コミュニティ・スクールモデル校

６年度 ７年度 ８年度

区モデル校指定４校

小岩小 三松小

篠崎中 二之江中

文科省指定

コミュニティ・スクール

江戸川区子どもの権利条例

カウント数は

誠実の数・信頼の数

登 校

• レベル３：区規定 休校

• レベル２：保護者・学校判断

• レベル１：通常登校

下 校
• レベル３：区休校規定に準じ引き取り

• レベル２：集中下校
• レベル１：通常下校

予め設定・共通理解

自由に意見を表す

ことができる しっかりと考えて

もらうことができる

自然災害等年間原則

中間評価

Ｃ

Ｓ

報

告

評

価

委

員

会

評

価

報

告

書

（
報
告
・
公
表
）

教職員評価
➢共通評価
➢取組改善

保護者の声
行事アンケート

最終評価

Ｃ

Ｓ

報

告

評

価

委

員

会

評

価

報

告

書

（
報
告
・
公
表
）

教職員評価
➢共通評価
➢取組改善

保護者
アンケート

学校評価の目的（都教委）

➢ 改善目的

➢ 説明責任目的

➢ 質的向上目的

学
校
評
価

取組４

取組３

広
報
活
動

取組５

教育目標に基づく授業公開（全学級）

•土曜授業① 豊かな心関連 いじめ・ＳＮＳに関する授業

•土曜授業② 健やかな体関連 歯の健康に関する授業

•土曜授業③ 確かな学力関連 問題解決的な学習の授業

学習発表会

積極的な情報発信

•学年ごとの教育活動

重点：学年を軸とした教育活動

•学校全体の教育活動 など

※tetoruを中心に
tetoru ホームページ

取組１ 

取組２ 

三松quality 信頼

取組３ 

取組４ 

取組５ 

「信頼」のある学校（教職員） 

経営方針４：子どもの学習や生活・学校運営などについて「相談・連携体制」の充実を図る  

経営方針５：学校経営や学校運営・教育活動などについて「学校評価」の充実を図る 

経営方針６：子どもの育ちや学校の取組などについて「広報活動」の充実を図る 



 

 

組織的学校運営コアプラン（学校運営の地図） 

 
 

効果効率のある組織的学校運営のために組織や会議等の改善・推進を図る。 
 

学校運営組織（再編）：令和６年度に再編した運営組織に基づき教育活動や学校

運営を推進する。 

 教務系・生活指導系・学習研究系並びに低中高学年の系統性ある組織に統合し推進する。 

 起案・推進・調整の機能に特化した分掌組織とし、推進する。 

 主たる分掌とシェアする分掌（補教・固定時間割担当等）に分離し、推進する。 

主任を軸とした学校運営・ＯＪＴの推進：分掌主任（部会チーフ含む）・学年主

任を軸として学校運営を推進する。また、特に統括主任－分掌主任－部会チーフ

の間、統括主任－学年主任－学年内教員の間でＯＪＴを推進する。 

学年を軸とした教育活動：学年主任会（木曜）→学年会（金曜）→学年朝会（月

曜）の週リズムを確立し、学年の発達段階に応じた指導・学年運営の充実を図る。

また学年単位の活動を重視するともに、教科担任制・学年担任制を推進する。  

人事考課：都教委「経営方針に基づく職務遂行」を教職員一人一人が実行できる

ようにするために人事考課の充実を図る。特に「記入前面接」を取り入れ、年度

当初に管理職と当該教職員の間で「共通理解をする場」を設定する。 

ライフワークバランス：教職員の心身の健康が子どもの教育に直結すると捉え、

上記の取組１から取組４を通してライフワークバランスを推進する。 

 時間外在校時間４５時間以下の継続（文科省） 

 ＣＳ学校運営協議会での協議や保護者会での説明（文科省） 

※校内研究は「確かな学力コアプラン」に 

校 長

主幹教諭
統括主任

体

育

部

★
運
動
会
・水
泳
体
力

入
学
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連
委
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会

卒
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連
委
員
会

事
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部

教

務

部

★
教
務
事
務
部
会

特

別

活

動

部

★
文
化
・仲
よ
し
班
・
ク
委

教務・行事系学習研究系

校

内

研

究

部

学

習

指

導

部

各

教

科

部

会

生活指導系

生

活

指

導

部

★
校
内
・校
外
・保
健
給
食

特
別
支
援
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

副 校 長

学

年

会

専
科
・す
み
れ
学
級
含

経

営

推

進

部

ス

タ

ッ

フ

会

議

事
務
・栄
養
士
・主
事

取組１～取組４を通して取組５

ライフワークバランスの推進

✓ 原則、全体会議の廃止

代替：企画会議・学年主任会・個別対応会議

✓ 時間外在校時間４５時間以下（文科省）

✓ ＣＳ運営協議会協議 保護者会説明（文科省）

など

取組４取組３

効果効率のある組織的学校運営の改善・推進 自律連携・相互支援

学年を軸とした教育活動 人 事 考 課

✓主たる分掌とシェアする分掌（補教・固定時間割担当など）

取組１
学 校 運 営 組 織 （ 再 編 ）

✓組織の機能と機能分離

1.起案機能

2.推進機能

3.調整機能

4.伝達機能 －

３つに特化 少数可能

必要に応じて学年代表
メールや文書も併用

〇〇〇〇系

〇

〇

〇

部

〇

〇

〇

部

■
■
部
会
・■
■
■
部
会

〇

〇

〇

部

■
■
部
会
・■
■
■
部
会
・■
■
部
会

主

幹

教

諭

統

括

主

任

部
会
チ
ー
フ

分
掌
主
任

Ｏ

Ｊ

Ｔ

Ｏ

Ｊ

Ｔ

主任を軸とした学校運営
取組２

Ｏ Ｊ Ｔ の 推 進

〇
組
教
員

〇
組
教
員

学
年
主
任

学
年
内
教
員

Ｏ

Ｊ

Ｔ

〇学年

●学年

３

組

２

組

１

組

４

組

✓週リズム ✓学年単位の活動重視

✓教科担任制学年担任制

学
年
主
任
会

木曜

学

年

会

金曜

学

年

朝

会

月曜

発
達
段
階
に
応
じ
た

的
確
な
指
導

✓経営方針に基づく

職務遂行（都教委）

✓記入前面接の実施

教職員と管理職で

職務の共通理解

✓系統性ある組織に統合

➢ 教務系

➢ 生活指導系

➢ 学習研究系

自
己
申
告
当
初
面
接

授
業
観
察
①

授
業
観
察
②

自
己
申
告
中
間
面
接

自
己
申
告
最
終
面
接

記

入

前

面

接

職
務
共
通
理
解

年度始 年度末

職 務 遂 行

取組１ 

取組２ 

取組３ 

取組４ 

三松quality 組織

取組５ 

「使命」のある学校（教職員） 

経営方針７：指導力や職務遂行力などが向上する「校内研究やＯＪＴ等」を推進する  

経営方針８：個々の自覚と力を結集し効果・効率のある「組織的な学校運営」を推進する  

経営方針９：成果と課題を的確に評価する「人事考課」を推進する  


